


















































































































































講習会の会費は月 50銭だが，まとめて支払うと割引になり，一年分は 5 円 50 銭である
（その後値上げされる）。会員になると，『実業講習録』が月二回（計 24冊）送付される。学

































しかし，前出の 1月 12日付新聞広告では，第 1号
はこの時点で「既刊」とされていたのに，筆者が入手


































































































































































































の最終号（第 24号）の刊行は 1914年 2月 15日のはずだが，奇妙なことに，初年度の卒業証










































































































































































































































（西野文 1994 : 102～104頁，荻野勝正 2011）。
⑶ 『実業之日本』第 16巻第 5号（1913年 3月 1日刊）広告（80頁）。
⑷ （『実業之日本』第 16巻第 10号（1913年 5月 1日刊）広告（77頁）。
⑸ 『読売新聞』第 12825号（1913年 1月 17日付朝刊）3面。
⑹ 『実業之日本』第 16巻第 4号（1913年 2月 15日刊）の広告（27頁）によると，「発表以来僅に
三月」で多くの入会申込があり，「日々の入会申込者七百名より多きは千名に達した」。そして同第
9号（4月 15日刊）の広告（79頁）によると，この時点で新入会者は三万人を超えたという。
⑺ 『東京朝日新聞』第 9476号（1912年 12月 15日付朝刊）広告（1面）。
⑻ 『東京朝日新聞』第 9504号（1913年 1月 12日付朝刊）広告（1面）。
⑼ 『実業之日本』第 16巻第 6号（1913年 3月 15日刊）広告（74頁）。
⑽ 『実業之日本』第 16巻第 19号（1913年 9月 15日刊）76頁。
⑾ 『東京朝日新聞』第 10550号（1915年 11月 24日付朝刊）広告（1面），同第 10559号（1915
年 12月 3日付朝刊）広告（1面）。
⑿ 『読売新聞』第 13090号（1913年 10月 9日付朝刊）広告（1面）にも，「何時にても入会するこ
とを得」と明記されている。
⒀ 『実業之日本』第 16巻第 4号（1913年 2月 15日刊）27頁。
⒁ 『実業之日本』第 16巻第 13号（1913年 6月 15日刊）「講習会だより」64頁。
⒂ 『実業之日本』第 16巻第 20号（1913年 10月 1日刊）「講習会だより」75頁。
⒃ 『実業之日本』第 16巻第 22号（1913年 10月 15日刊）「講習会だより」78頁。
⒄ 『実業之日本』第 16巻第 23号（1913年 11月 1日刊）「講習会だより」53頁。
⒅ 『実業之日本』第 16巻第 24号（1913年 11月 15日刊）「講習会だより」77頁。
⒆ 『東京朝日新聞』第 9864号（1914年 1月 7日付朝刊）広告（1面）。
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